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ＮＰＯ法人静岡県難病団体連絡協議会 『第22回定期総会』 開催

2026年度ＮＰＯ法人静岡県難病団体連絡協議会役員

今年度役員は昨年に引き続き下記役員となります、また皆様のご協力を心よりお願い申し上げます

2026年6月20日（土）静岡県総合社会福祉会館シズウエル601号室にて第22回

定期総会を開催しました。下記議案、総て可決決定いたしました。

静岡県総合社会福祉会館シズウエルにて

第１号議案 2025年度 活動報告

第２号議案 2025年度 決算報告・業務

・会計監査報告

第３号議案 2026年度 活動方針（案）

第４号議案 2026年度 予算（案）

第５号議案 定款改定（案）

来賓紹介 〈順不同〉
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2026年度 第22回ＮＰＯ法人静岡県難病団体連絡協議会総会来賓出席者
浜松市 健康福祉部医療担当部

部長小笠原雅美様より祝電・

メッセージを頂き披露させて

いただきました。

また出席して頂いた来賓の

皆様方には大変お忙しい中、

お時間を頂き、

誠にありがとうございました。

1

団　　体　　名

 静岡県議会　自民改革会議 県議会議員 良知　淳行 様

 静岡県議会　ふじのくに県民クラブ 県議会議員 杉山　淳 　様

 静岡県議会　公明党静岡議団 県議会議員 早川　育子 様

部長 高須　徹也 様

課長 武田　篤人 様

班長 勝又　健次 様

 静岡市保健所　総務課 課長 原田　康弘 様

 一般社団法人　静岡県介護福祉士会 会長 増田知佐子 様

 特定非営利活動法人　静岡県ボランティア協会 常務理事 鳥羽　茂 　様

 公益社団法人　静岡県看護協会 会長 松本志保子 様

出席者職氏名

 静岡県健康福祉部

役職 患者会名 氏名

理事長  全国パーキンソン病友の会静岡県支部 丸山　美重

副理事長  全国膠原病友の会 静岡県支部      深沢　貴子

理事  静岡県筋ジストロフィー協会      田中　勝俊

理事  日本リウマチ友の会 静岡支部      酒井　学

理事  全国筋無力症友の会 静岡県支部 藤田　志郎

監事  静岡県　腎友会 鈴木　一志

県疾病課の高須部長より臨床更新
申請の期間延長に関してのお話が
あり、厚生労働省HPを調べてみた
ところ、「延長可能と判断された
疾病については、
2028年4月1日から順次適用開始予
定」と発表されておりました。
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加盟団体一覧表

お知らせ

SCD・MSA 東部が準会員加盟致しました、どうぞ宜しくお願いいたします。

日本てんかん協会 静岡県支部静岡県 脊柱靭帯骨化症友の会

全国膠原病友の会 静岡県支部静岡県 腎友会

全国パーキンソン病友の会
静岡県支部

日本リウマチ友の会 静岡支部

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

日本ＡＬＳ協会 静岡県支部

静岡県筋ジストロフィー協会全国筋無力病友の会 静岡県支部

準）静岡県 サルコ友の会静岡 SCD・MSA友の会

準）SCD・MSA 東部
骨髄増殖性腫瘍患者・家族会

静岡県支部

準）ベーチェット（サン・フラワー）静岡もやの会・静岡

準）MS・NMOSD交流会
※活動休止中

2026年6月現在加盟団体正会員13団体
準会員 4団体

※未掲載 準会員 1企業

〈順不動〉

皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、心から御礼申し

上げます。 この度理事長として2年目を迎えることとなり、これは皆様に支え

られてのことなので深く感謝しております。そして、各患者団体が交流の機会

を積極的に作り、お互いの病を理解しあいながら問題定義をしてきたので、

色々な角度から多くの視点、観点を持ち合わせて話し合いができたと思って

おります。2年目となる本年はこれまでの経験を活かしつつ、より一層の組織

の発展と更なる活性化をしたいと考えております。

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

理事長挨拶
丸山美重
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2026年1月の年頭に 深沢福理事長、酒井理事、藤田理事、事務局長の4名で、

静岡県庁に赴き、年頭の御挨拶に行って参りました。

鈴木新知事にご挨拶後、運よく

塚本副知事にもお会いする事が

出来ました。

また、県疾病課室にも伺い、

ご挨拶をいたしました。

次回は平木副知事にもご挨拶

できる事を楽しみにしております。

静岡県知事に新年のご挨拶

鈴木康友 県知事

塚本 副知事

県疾病課
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静岡県の要望書回答
【 令和8年3月10日 回答者 静岡県健康福祉部医療局疾病対策課長 】

１ 静岡県と政令指定都市（浜松市、静岡市）の差異について
県では、患者会の活動については、特定医療費（指定難病）受給者証の更新案内を送付する際に、難病相談支援

センターのチラシを同封するなど協力するとともに、更新申請に係る支給認定の通知についても、手続きのご案内
や県の定める標準処理期間内に迅速に審査事務を進めることで申請者の皆様に不安が生じないように努めておりま
す。
今後も、常に業務の進捗について確認し、必要な点については改善してまいります。また、政令市とは、県難病連
絡協議会などを通じて、県内の難病支援における情報共有と連携を密にしているところであり、本県と同様の対応
を働き掛けてまいります。

２ 難病支援センターの予算について
令和8年度当初予算については、人件費の上昇分を加算するなど対応してまいります。
県としても必要な予算の確保に向けて、引き続き尽力してまいります。

3 患者会活動支援について
令和7年度から、難病患者団体への補助金の配布方法を見直し、貴協議会に集約して補助金を交付し、貴協議会

から加盟団体である患者会等へ交付する間接補助に変更しています。これまで団体助成の対象となっていない患者会
等についても、貴協議会の裁量で柔軟に予算を活用いただきますようお願いします。

患者会の周知については、特定医療費（指定難病）受給者証の更新案内を送付する際に、難病相談支援センター
のチラシを同封するなど、引き続き協力してまいります。患者会のリーダー人材の育成は重要であり、貴協議会が
実施するピアサポーター育成のための研修会の周知について、引き続き支援してまいります。また、難病団体への
補助金を人材育成活動にも活用されますようお願いします。

４ 難病患者の支援について
受給者証・登録者証での公的施設利用料金等の減免については、県有施設の利用料を減免するとともに、引き続き

県内各市町に対しても働き掛けを行い、県内全域における公的施設の減免実施を目指していきます。県単独疾患に
ついては、国の動向を注視しつつ、県費補助の必要性や他の疾患との均衡などを踏まえて検討したいと考えておりま
す。日常生活用具費助成を実施する各市町に対しては、状況を含めてお伝えし、申請から貸与までの期間の短縮につ
いて改善を促すとともに、非常用電源購入費助成の周知の徹底を働き掛けてまいります。令和7年度から実施した小
児がん難病等の子どもを要請する世帯への交通費等の支援金制度については、当初の想定を上回る申請を頂いている
ところであり、引き続き必要な方が制度を利用できるよう、制度内容と申請手続きを周知してまいります。

５ 難病患者の就労について
難病患者を対象とした県職員の採用については、先進自治体の事例を参考に、検討を行うよう担当部署に要望を

お伝えしてまいります。難病患者就職サポーターについては、県内ではハローワーク静岡に1名が配置されていま
す。Zoomを活用したオンライン職業相談はすでに導入されておりますので、より相談しやすい環境整備を国に働
きかけてまいります。

６ 特定医療費（指定難病）助成制度
特定医療費（指定難病）受給者証の有効期限の延長を含めた更新手続きの簡素化については、毎年必要な書類の

準備が患者や医療機関にとって大きな負担となっているという患者団体、自治体等からの要望を受け、現在、厚生
労働省において検討が進められています。引き続き要望を行ってまいります。軽症者が再申請する場合については、
県の定める標準処理期間内において迅速に審査事務を進めるよう努めてまいります。

７ 災害（地震、豪雨、台風など）対応
事前避難入院制度については、患者の自己負担が大きい課題を踏まえ、補助制度を拡充し患者負担の軽減を図るな

ど、使いやすい制度への見直しを進めます。また、丁寧な説明により関係機関に協力を求め、実効性のある制度の構
築を、目指します。県では各市町からの申請に基づき、市町の避難行動要支援者名簿作成のために、個人情報保護の
観点に基づき必要最小限の難病患者の情報（氏名、性別、生年月日、住所、疾患名、人工呼吸器装着の有無）の提供
を行っておりますが、市町が難病患者の個別避難計画の作成にあたり、県保健所を含めた関係各機関と連携を取るよ
うに引き続き促してまいります。なお、避難所で必要となる備蓄品など県災害対策本部に寄せられた要請については
協定締結先へ対応を依頼し、供給する体制を構築しております。緊急時の対応については、平時からお住いの市町と
ご相談されますようお願いします。特に難病患者は通常の訓練では対応が難しい場合があります。難病患者ごとの状
況に合わせた個別避難計画の作成、人工呼吸器などの電源確保といった必要物品、保健師、ケアマネージャー、相談
支援専門員、自主防災組織などが連携した支援体制など、平時からの体制整備と具体的なシュミレーションを継続的
に支援するよう、各市町に働き掛けてまいります。
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静岡市の要望書回答
【令和8年3月25日 回答者 静岡市長（静岡市保健福祉長寿局保健所総務課）】

１ 難病相談支援センターの予算について
予算の増額については、令和8年度当初予算において、人件費上昇分を加算するなど対応しております。静岡市

としても、引き続き必要な予算確保に努めてまいります。

3 難病患者の支援について
受給者証・登録者証での静岡市の公的施設利用料金等の減免については、従前から減免措置を実施していた1

施設に加え、令和7年10月から、対象となる施設を拡大したところです。今後も引き続き減免措置を継続するよ
う、関係部署に働きかけてまいります。日常生活用具助成制度については、状況を含め関係部署に伝えるととも
に、申請から支給までの時間の短縮について働きかけてまいります。小児がんや難病等の子どもを養育する世帯
への交通費等の支援金制度については、患者の皆様へ受給者証を送付する際のチラシの同封や関係各所への周知
に努めてまいります。

２ 患者活動支援について
患者会周知等の支援については、受給者証を送付する際に難病相談支援センターのチラシを同封するほか、

窓口へのチラシ配架、保健師の面談や訪問時に患者団体の情報提供を行うなど、引き続き協力してまいります。
また、人材育成については、患者を支える側の支援として事業者の育成のための難病患者等ホームヘルパー及
び介護支援専門員養成研修や、静岡市難病相談支援センターの事業を通じて患者会の活動支援を、引き続き実
施してまいります

４ 難病患者の就労について
難病患者を対象とした市職員の採用については、先進自治体の事例を参考に検討を行うよう担当部署に要望を

伝えてまいります。

５ 特定医療費（指定難病）助成制度
更新時の文書料については、医療機関等により文書料の徴収に差があること、医療に直接的に関わる費用でない

ことなどから、一律的な対応は難しいと考えますが、他の政令指定都市との情報交換の機会を捉え国へ要望してま
いります。受給者証申請に係る審査事務は、迅速に進めるよう努めてまいりますが、軽症者の受給者証再申請につ
いても、引き続き迅速な審査事務に努めてまいります。受給者証の有効期限の延長については、他の政令指定都市
との情報交換の機会を捉え国へ要望してまいります。

６ 指定難病登録者証制度
登録者制度については、提示することで利用可能となる各種支援やサービスなど、引き続き患者や関係各所に対

して周知に努めてまいります。マイナンバー連携については、マイナンバーを扱う職員への研修実施など、適切に
対応してまいります。

7   保健所の協力体制の拡充
患者会が提供する講演会などの情報については、窓口へのチラシ配架、手続きの為の来庁時及び保健師の面談や

訪問時の情報提供などを、引き続き実施してまいります。

8 指定難病登録者証制度
登録者証制度については、提示することで利用可能となる各種支援やサービスなど、引き続き周知に努めてまい

ります。

9 保健所の協力体制の拡充
受給者証取得者のデータを活用した患者会事業の広報については、患者会の支援のみならず、患者への迅速な

情報提供や支援にもつながる一方で、患者の個人情報保護及び守秘義務の尊守が必須となります。県内各保健所の
果たすべき業務との均衡なども踏まえて、検討してまいります。

浜松市の要望書回答
【令和8年3月26日 回答者 浜松市長（浜松市健康福祉部健康増進課） 】

１ 難病相談支援センターの予算について
本市としても予算確保をするため、人件費の上昇を考慮し、例年予算要求しているところでございます。引き続

き必要な予算確保に努めてまいります。
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・全国膠原病友の会静岡県支部 ・（公・社）日本リウマチ友の会静岡支部

・静岡県脊柱靭帯骨化症友の会 ・静岡県腎友会

・（公・社）日本てんかん協会静岡県支部 ・全国筋無力症友の会静岡県支部

・静岡SCD・MSA友の会 ・全国パーキンソン病友の会静岡県支部

・全国心臓病の子どもを守る会静岡県支部 ・静岡県筋ジストロフィー協会

・もやの会・静岡（もやもや病） ・骨髄増殖性腫瘍患者・家族会静岡県支部

・（社）日本ALS協会静岡県支部

【加盟団体】 ※順不同

Ｐ4∼5 ・・・・静岡県

Ｐ5 ・・・・静岡市
Ｐ5∼6 ・・・・浜松市

お忙しい中、
要望書に対するご回答をありがとうございました

【準加盟団体】 ※順不同

・静岡県サルコ友の会 ・ベーチェット（サン・フラワー）静岡

・SCD・MSA東部 ・MS・NMOSD交流会

２ 患者活動支援について
患者会の周知については、特定医療費（指定難病）受給者証の更新案内を送付する際に、難病相談支援センター

のチラシを同封し、患者会の用意したチラシについては受付窓口で配布するなど、引き続き周知に努めてまいりま
す。患者会リーダー及びピアサポーターの人材育成については、貴協議会への委託料を専門職の育成強化にご活用
頂くようお願いします。

3 難病患者の支援について
公共施設おける利用料料金の減免については、他の政令市の実施状況を参考に検討してまいります。日常生活

用具助成制度について、難病の方に向けた福祉用具（補装具・日常生活用具）の支給等については、難病の方の
特性に配慮し、関係機関や関係部署と連携により支給決定までの時間短縮に努めてまいります。静岡県が実施す
る指定難病患者に対する「交通費支援制度」について、引き続き周知を行ってまいります。

４ 難病患者の就労について
難病患者を対象とした市職員の採用については、担当部署に要望をお伝えしてまいります。

５ 特定医療費（指定難病）助成制度
臨床調査個人票の作成にかかる文章料の助成及び指定難病受給者証の有効期限の延長については、政令指定都市の

要望活動等の機会を活用し、引き続き国へ要望してまいります。軽症者の受給者証再申請については、申請から認定
までに係る時間が短縮できるよう、迅速な審査事務に努めてまいります。

６ 指定難病登録者証制度
登録者証の活用が促進されるよう、引き続き特定医療費（指定難病）受給者証の更新案内を送付する際に、登録者

証の案内チラシを同封するなど事業の周知に努めてまいります。また、マイナンバー連携については、マイナンバ
ー を扱う職員への研修実施など、適切に対応してまいります。

7   保健所の協力体制の拡充
患者会の周知については、特定医療費（指定難病）受給者証の更新案内を送付する際に、難病相談支援センターの

チラシを同封しています。また患者会の用意したチラシについては受付窓口で配布するなど、引き続き周知に努めて
まいります。
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国会請願街頭署名・活動報告について

2025年度国会請願署名活動は皆様方の多大なご協力により多くの署名を集める
ことができました。加盟団体並びに関係者の皆様方々の御協力を頂きました事に、
感謝とお礼を申し上げます。

請願行動では、集めた署名を国会の衆議院3名、参議院2名の先生方へと、2026年
5月18日(月）に丸山理事長、深沢副理事長、酒井理事、吉田事務局長の4名にて、
提出してまいりました事をご報告させて頂きます。

また皆様には、今後共ご協力を頂きたく宜しくお願い申し上げます。

JPA総会 酒井理事 深沢副理事長 丸山理事長 吉田事務局長

5月17日(日)に東京お茶の水「損保会館」にて、一般社団法人 日本難病・

疾病団体協議会の第22回総会が開催され、丸山理事長、吉田事務局長の３名で

参加しました。本年も会場とzoomでのハイブリット開催で議案はすべて採択

されました。本年は特に高額療養費制度やOTC類似薬等の見直し問題について

関心が強いと感じました。

また、19日には難病・小児慢性疾患・長期慢性疾患対策の更なる充実や難病

法の見直しに向けて議論する「さらなる難病・小児慢性特定疾病対策を推進

する議員連盟」も発足しました。

翌18日(月)には参議院議員会館B102会議室に集まり国会請願活動を行いまし

たが、本年は会館内会議室の確保に至らず院内集会の実施は見送られ、請願

行動のみとなりました。全国から集まった署名数はおよそ38万5千人分でした。

本県選出の国会議員５名（参議院２名，衆議院３名）の議員室を訪問し、

本年の国会請願活動も無事に終えることができました。 深沢貴子 副理事長 記

【JPA第22回総会及び国会請願活】 参加報告

提出筆数 47，145 筆 募金金額 73，788円
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コープしずおか県本部様ありがとうございます

静岡県労働者福祉協議会様ありがとうございます

今年も国会の請願署名に、ご協力して頂き、職員一同感謝しております。

今後共、ご協力の程 宜しくお願い申し上げます。

「おうちＣＯ-ＯＰ」は学校などの教育文化施設、
病院や保育所などの医療施設・社会福祉施設にも
配達しています。法人登録が可能で、法人名や
施設名でのご登録が可能です。さらに出資金は
不要、宅配サービス料は無料です。

2026年4月16日静岡県静岡総合庁舎の

別館2階にて、今年も静岡県労働者福祉

協議会の理事長中西様から、当協議会の

丸山理事長が37,832筆の署名を手渡しで

受け取りました。毎回署名を集めて頂き、

職員一同、皆様のご尽力に感謝しております。

今後共、

ご協力、ご支援のほど宜しくお願い申し上げます。 丸山理事長 中西理事長
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2025年度相談支援センター事業実績

9

静岡県 相談内容別 延件数 【令和7年度】

静岡市 相談内容別 延件数 【令和7年度】

相談内容別月別件数表（患者会電話相談員）
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2025年度第２回 相談員・ピアサポーター研修会

2025年度第2回研修会を2026年1月24日（土）静岡県総合社会福祉会館シズウエル101

号室にて、TKG東海 関東グループ（在宅療養支援診療所） 渉外担当 ソーシャルワー

カーの中村敬 氏をお迎えし、研修会後には質疑応答にも対応して頂きました。

『2026年1月24日、2025年度第2回ピアサポーター研修会を開催いたしました。テーマは

「ピアサポーターのためのピア相談」で、ソーシャルワーカーの中村敬先生を講師にお招き

しました。今回は「AIへの相談」を中心にしたお話でした。『AI』や『チャットGPT』を耳に

する機会も多く、関心を持ってお話を伺いました。参加者からも「興味ある分野の話が聞け

た」等の感想をいただきました。中村先生は「AIを信じるのではなく、AIの答えが正しいか

否かの判断ができることが大切である」と仰っていました。便利なAIですが、鵜吞みにする

のではなく自分もしっかりと考えることが重要だと感じました。また、ピアサポーター同士

が共有する場を希望するご意見もありましたので、今後の研修会に検討してまいります。』

黒田たつ子相談員（看護師） 記

医療・生活・就労 合同難病相談会のお知らせ

東部地区西部地区中部地区地域

11月22日（日）10月4日（日）9月20日（日）日程

プラサヴェルデ
アクトシティ浜松
研修交流センター

静岡県総合社会福祉会館
シズウエル

場所

マスクの着用・手指の消毒等ご協力を宜しくお願いいたします。

２０２６年度地域別合同相談会予定日

問い合わせ 静岡県難病団体連絡協議会 054-281-2170
静岡県難病相談支援センター 054-286-9203
静岡市難病相談支援センター 054-281-1130

詳細は難病相談支援センターのHPをご確認ください
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共生週間 RDD2026『共生を考える週間』

2026年2月24日（火）より3月2日（月）まで、静岡県総合社会福祉会館シズウエルにて

難病患者作品展『共生を考える週間』を開催いたしました。

希少・難治性疾患の患者さんの生活の質（QOL）向上を目指し、毎年世界同時に開催さ

れます。患者さん・家族の方の素敵な作品を今年も多く出品して頂きました。

各団体の皆様のご協力のおかげで、今回も無事に終わることが出来ました。

毎回のご協力に感謝いたします。また次回開催も、宜しくお願いいたします。

難病患者作品展 開催

2026年1月11日（日）静岡県総合社会福祉福祉シズウエルの601会議室にて今回は

副理事長の開催の挨拶で難病患者交流会が始まりました。恒例となっている落語、

ハーモニカ、有志の方の演目のお披露目で難病患者交流会を楽しみました。

また、今回も参加された50名の皆さんが歓談され、楽しく時間を過ごすことが出来ま

した。 また次回も年初めからたくさん笑い、お話できる時間を色々企画できたら…と

思うと楽しみが増えます。

交流会 NHN歳末たすけあい助成事業

石川さんとハーモニカ仲間の皆さん

加盟団体より有志の方の演奏

美味しそうですね♪
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寄付金・賛助金・募金・不要入れ歯回収報告

寄付金 〈順不同・敬称略〉

〈順不同・敬称略〉

〈順不同・敬称略〉不要入れ歯等回収

募金箱回収

皆様のご支援、ご協力に心から感謝申し上げます。

(令和7年12月下旬～令和8年6月中旬)

お寄せいただきました善意は、当協議会の諸活動運営費として有効に活用させて頂い
ております。

今後とも、ご支援を宜しくお願い申し上げます。

BOX設置など、ご協力して頂き
お心遣いをありがとうございます

『BOX（入れ歯回収・募金）置けます』と

ご厚意で設置場所スペースがありましたら

静岡 難病連まで、ご連絡ください

詳しくは静難病連HP『ご協力をお願いします』を
ご覧ください、宜しくお願いいたします。

http://shizunanren.com/

（設
置
イ
メ
ー
ジ
）

ご芳名 金額

 増田　和子 5,000

ご芳名 金額

やなせ内科呼吸器科クリニック
（2025/12）

12,358

日本調剤 富士高島薬局 10,914

三島共立病院 5,267

遠藤歯科医院 20,000

やなせ内科呼吸器科クリニック
(2026/5）

8,058

ご芳名

 南伊豆町役場　健康増進課

 （株）JAメモリアルセンター

 富士市役所 福祉部福祉総務課（2026/1）

 伊豆の国市 社会福祉協議会

 富士市富士見台まちづくりセンター

 伊東市役所 社会福祉課 兵藤様

 富士市岩松まちづくりセンター

 富士市吉永まちづくりセンター

 富士市役所 福祉部福祉総務課（2026/6）
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５月23日難病の日 記念講演会

受付

講演の様子

去る2026年5月24日（日） 沼津プラサヴェルデ 402会議室にて5月23日難病の

日記念講演会を開催しました。

作業療法士 大久保敬太 氏をお迎えして『SCD・MSAのリハビリテーションと生活

場面のポイント』について講演をして頂き、終了後には患者交流会を行いました。

大変わかりやすいお話で、時間の経つのが早かったです。

今回は受付や会場のセッティングに、若い看護学生の皆さんがお手伝いしてくれた

ので、とてもフレッシュなエネルギーを感じました。

これからもこのような光景を見ることが増えたら嬉しく思います。

大変記憶に残る1日になりました。

イオン・ビッグ株式会社様から、ご寄付を頂きました！

今年はザ・ビック静岡登呂店〈イオン・ビック株式会社〉様より、

イオンギフトカードをご寄付頂きましたので、お茶のボトルと

交換させて頂きました。 毎回のご寄付に一同感謝申し上げます。

頂きましたお茶は、私ども難病連の行事などで活用させて頂きます。

今後共、ご支援の程 宜しくお願い申し上げます。
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ピアサポーターってなんですか︖

ピアサポーターとは、相談者の方と同じ難病をもつ患者さんや家族が相談員と

して静岡難病相談支援センターにて不安や悩みなどを、掲載したシフト表の団

体より担当者が電話などで、お話をお聞きします。

患者会名曜
日

日月

静岡SCD・MSA友の会木27

静岡県脊柱靭帯骨化症
友の会

月6

もやの会・静岡木9

静岡県サルコ友の会月13

日本てんかん協会
静岡県支部

木16

静岡県腎友会木23

静岡県筋ジストロフィー
協会

月27

日本ALS協会
静岡県支部

木30

パーキンソン病友の会
静岡県支部

月38

全国筋無力症友の会
静岡県支部

木6

日本リウマチ友の会
静岡支部

月10

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

木13

静岡県膠原病友の会
静岡県支部

月17

静岡SCD・MSA友の会木20

ベーチェット
（サン・フラワー）静岡

月24

もやの会・静岡木27

静岡県脊柱靭帯骨化症
友の会

月31

日本てんかん協会
静岡県支部

木39

静岡県サルコ友の会月7

静岡県腎友会木10

静岡県筋ジストロフィー
協会

月14

日本ALS協会
静岡県支部

木17

全国筋無力症友の会
静岡県支部

木24

パーキンソン病友の会
静岡県支部

月28

患者会名曜
日

日月

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

木110

日本リウマチ友の会
静岡支部

月5

静岡SCD・MSA友の会木8

もやの会・静岡木15

静岡県膠原病友の会
静岡県支部

月19

日本てんかん協会
静岡県支部

木22

ベーチェット
（サン・フラワー）静岡

月26

静岡県腎友会木29

静岡県脊柱靭帯骨化症
友の会

月211

日本ALS協会
静岡県支部

木5

静岡県サルコ友の会月9

全国筋無力症友の会
静岡県支部

木12

静岡県筋ジストロフィー
協会

月16

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

木19

静岡SCD・MSA友の会木26

パーキンソン病友の会
静岡県支部

月30

もやの会・静岡木312

日本リウマチ友の会
静岡支部

月7

日本てんかん協会
静岡県支部

木10

静岡県膠原病友の会
静岡県支部

月14

静岡県腎友会木17

ベーチェット
（サン・フラワー）静岡

月21

日本ALS協会
静岡県支部

木24

患者会名曜
日

日月

もやの会・静岡木312

日本リウマチ友の会
静岡支部

月7

日本てんかん協会
静岡県支部

木10

静岡県膠原病友の会
静岡県支部

月14

静岡県腎友会木17

ベーチェット
（サン・フラワー）静岡

月21

日本ALS協会
静岡県支部

木24

静岡県脊柱靭帯骨化症
友の会

月41

全国筋無力症友の会
静岡県支部

木7

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

木14

静岡県サルコ友の会月18

静岡SCD・MSA友の会木21

静岡県筋ジストロフィー
協会

月25

もやの会・静岡木28

パーキンソン病友の会
静岡県支部

月12

日本てんかん協会
静岡県支部

木4

日本リウマチ友の会
静岡支部

月8

静岡県膠原病友の会
静岡県支部

月15

静岡県腎友会木18

ベーチェット
（サン・フラワー）静岡

月22

日本ALS協会
静岡県支部

木25

静岡県脊柱靭帯骨化症
友の会

月13

全国筋無力症友の会
静岡県支部

木4

静岡県サルコ友の会月8

全国心臓病の子どもを守る会
静岡県支部

木11

静岡県筋ジストロフィー
協会

月15

静岡SCD・MSA友の会木18

もやの会・静岡木25

パーキンソン病友の会
静岡県支部

月29



協賛広告の協力ご希望は

下記まで

ご連絡ください

静岡県難病団体連絡協議会
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穏やかで思いやりのある
環境を目指してます

電話/FAX
054-281-2170

暑い夏を のりきりましょう！

気温が高い日の日中の外出は控えるように
予定を考えてみましょう。
どうしても外出しなければならない場合は
気温がまだ上がっていない早朝、午前中、
気温が下がった夕方過ぎの時間帯に用事を
済ませる等、その日の体調や状況に応じた
行動を考えて体調管理、熱中症対策をして
ください。
また水分補給がとても大事です。
喉が渇く前に水分を取り、大量に汗が出たら
塩分も軽く取りましょう。
体調があまり良くない時や自律神経系で体温調節等
うまく働かない方などは暑い屋外からエアコンの効いた
屋内へ移動など、極端な温度差にも気をつけてください。


